資料

他市のごみ排出量の状況とプラスチック製容器包装分別収集に関する調査（Ｈ２０．１２月調査）
	番号
	項目
	春日井市
	豊田市
	岡崎市
	瀬戸市
	一宮市
	小牧市

	１
	人口

（Ｈ２０．４．１現在）
	３０４９２５人　
	４２０，８１６人　
	３７５，０６７人　
	１３２，９９６人　
	３８３，３０８人　
	１５３，４９５人　

	２
	家庭ごみ排出量（Ｈ１９年度）※資源を除く
	７２，３１８トン
	８７，８４３トン
	８０，０６５トン
	３０，３５５トン
	９０，２３５トン
	２６，７６１トン

	３
	家庭ごみ１人１日当たり排出量（Ｈ１９年度）
	６４８グラム
	５７０グラム
	５８３グラム
	６２４グラム
	６４３グラム
	４７６グラム

	４
	プラスチック製容器包装

分別収集実施後の

分別方法
	（例）プラスチック製容器包装は資源収集し、その他プラスチックは燃やすごみとして収集する
	プラスチック製容器包装は資源収集し、その他プラスチックは燃やすごみ

として収集する
	プラスチック製容器包装は資源収集している。

（その他プラ）・硬質系は不燃ごみ、軟質系は可燃ごみ
	実施していない
	プラスチック製容器包装は資源収集、その他プラスチックは不燃ごみとして収集
	プラスチック製容器包装は資源収集し、その他プラスチックは燃やさないごみ

	５
	容器包装プラスチック

年間収集量
	（例）年間約3,100トン


	２，７５２トン

（Ｈ１９年度）
	２，７３９トン

（Ｈ１９年度）
	未実施
	H２０年度から開始
	２，３１８トン

（Ｈ１９年度）

	６
	収集頻度
	（例）週１回
	週１回
	週１回
	
	週１回
	週１回

	７
	収集形態
	（例）委託収集
	直営及び委託収集
	委託収集
	
	直営及び委託収集
	委託収集

	８
	収集費用
（H１９年度）
	（例）110,000千円
	プラと可燃ごみを同じ車両で収集しているため、

プラ単独の費用は不明
	約１３４，０００千円
	
	プラと可燃ごみを同じ車両で収集しているため、

プラ単独の費用は不明
	６０，０００千円

	９
	収集運搬の問題点
	（例）軽いため、飛んでしまう。市民からネット設置の要望が増加した
	飛散防止にネットを配布した
	軽いため、飛んでしまうので、市民からネット設置の要望が増加した
	
	軽いため、飛んでしまう

ので、市民からネット設置の要望が増加した。

見込み以上の排出量
	軽いため、飛んでしまう

	１０
	中間処理方法
	（例）業者委託
	直営施設
	業者委託
	
	業者委託
	業者委託

	１１
	中間処理費用
（H１９年度）
	（例）130,200千円
	約１５３，０００千円

※施設の減価償却費を考慮して計算
	１１７，８０４千円
	
	H２０年度から開始
	１０４，３１０千円

（４５，０００円／ｔ）

	１２
	中間処理での問題点等
	（例）異物（その他プラスチック・食品残渣など）の混入
	おもちゃ等の硬質プラ不適物の混入（６％）
	その他プラの混入
	
	異物（その他プラスチック・食品残渣など）の混入、見込以上の処理量
	異物の混入

	１３
	最終処理の方法
	（例）容器包装リサイクル協会へ搬出

	容器包装リサイクル協会からの指定された中間処理事業者
	容器包装リサイクル協会へ搬出
	
	容器包装リサイクル協会へ搬出
	容器包装リサイクル協会へ搬出

	１４
	ごみの減量効果

（重量比）
	（例）燃やせないごみが

約２０％減少
	埋めるごみ約４０％減少

燃やすごみは変化なし
	可燃ごみ１０％減少

不燃ごみ１２％減少
	
	可燃・不燃ともに

１５％減少


	不燃ごみ約４０％削減
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